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	応用
	抗原情報
	背景
	L-グルタミン酸は中枢神経系の主要な興奮性神経伝達物質であり、イオンチャネル型および代謝型グルタミン酸受容体の両方を活性化します。グルタミン酸作動性神経伝達は正常な脳機能のほとんどの側面に関与しており、多くの神経病理学的状態において障害を受ける可能性があります。代謝型グルタミン酸受容体はGタンパク質共役受容体ファミリーであり、配列相同性、推定シグナル伝達機構、および薬理学的特性に基づいて3つのグループに分類されています。グルタミン酸に対するGタンパク質共役受容体。リガンド結合により構造変化が引き起こされ、グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）を介したシグナル伝達が誘導され、下流のエフェクターの活性が調節されます。シグナル伝達はホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化します。中枢神経系におけるグルタミン酸の中枢作用、例えば海馬における長期増強や小脳における長期抑制に関与する可能性がある（PubMed:24603153、PubMed:28886343、PubMed:7476890）。網膜における光反応にも作用する可能性がある（類似性による）。
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	画像データ
	

	mGluR1 (2N7) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用してマウス脳組織抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

